
講
師
：��（
株
）
ぐ
る
な
び

　
　
　

ぐ
る
な
び
大
学　

山
崎
啓
輔
氏

講
演
内
容
：（
十
三
時
～
十
四
時
半
）

演
題
：「
最
近
の
格
付
結
果
に
つ
い
て
」

講
師
：（
公
社
）
日
本
食
肉
格
付
協
会

　
　
　

専
務
理
事　

青
島
正
泰
氏

問
合
せ
先
：

　
　
　

��（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会

電
話
：（
0
4
5
）7
6
1-

4
1
9
1

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
十
月
・
十
一
月
及
び
十
二
月
販
売

牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎��

第
2
業
務
対
象
年
間
第
3
四
半
期
十

月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

三
三
、四
〇
〇
円

　

乳
用
種�

六
四
、二
〇
〇
円

【
精
算
額
】

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

三
、八
〇
〇
円

　

乳
用
種�

三
、九
〇
〇
円

十
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

二
二
、二
〇
〇
円

　

乳
用
種�

四
八
、五
〇
〇
円

【
精
算
額
】

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

三
、七
〇
〇
円

　

乳
用
種�

三
、七
〇
〇
円

十
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
額
）

十
二
月
に
つ
い
て
は
、
概
算
払
で
な
く

全
額
交
付
と
な
り
ま
す
。

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

二
九
、六
〇
〇
円

　

乳
用
種�

五
四
、八
〇
〇
円

★
補
填
金
精
算
及
び
交
付
日

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日

　

二
十
六
年
度
よ
り
、
四
半
期
の
最
終

月
以
外
に
販
売
さ
れ
た
交
付
対
象
牛
に

つ
い
て
、
肥
育
牛
補
填
金
の
概
算
払
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

雪
害
対
策
に
よ
る
生
産
者
積
立
金
免

除
牛
の
交
付
額
は
四
分
の
三
と
な
り
ま

す
。

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

各
生
産
者
の
種
類
・
等
級
ご
と
の
下
落

率
と
実
際
の
販
売
単
価
か
ら
損
害
額
を

再
計
算
し
て
、
A
D
R
申
し
立
て
を

再
検
討
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
早
急
に
資
料
を
と
り
ま

と
め
て
回
答
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

再
提
出
資
料
の
検
討
結
果
を
受
け

て
、
請
求
生
産
者
報
告
会
を
開
き
、
賠

償
可
能
性
有
無
と
個
人
別
賠
償
可
能
性

額
（
賠
償
さ
れ
た
場
合
の
額
か
ら
想
定

さ
れ
る
弁
護
士
費
用
を
控
除
）
を
示
し

た
う
え
で
、
A
D
R
申
し
立
て
の
判

断
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
県
原
発
損
害
賠
償
対
策
協
議
会
：

　

県
農
協
中
央
会　

県
畜
産
会
）

県
畜
産
会 

補
助
事
業
の
ご
案
内

【
牛
白
血
病
対
策 

（
補
助
率
1
／
2
）】

（
1
）
牛
白
血
病
浸
潤
農
場
（
発
生
農

場
を
含
む
）
に
お
け
る
検
査
費

交
付
対
象
と
な
る
農
場
等
の
要
件

一
．
農
場
要
件

対
策
開
始
時
に
、
牛
群
の
一
部
の
牛

白
血
病
の
抗
体
陽
性
率
（
浸
潤
率
）
が

把
握
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
農
場
で
あ
っ
て
、

家
畜
保
健
衛
生
所
の
指
導
に
従
い
、
抗

体
陽
性
牛
の
隔
離
飼
育
や
自
主
と
う
汰

等
の
感
染
拡
大
防
止
を
講
じ
る
農
場

二
．
検
査
要
件

検
査
時
に
抗
体
陰
性
で
あ
っ
た
牛
、

未
検
査
牛
及
び
発
症
牛
を
対
象
に
実
施

す
る
抗
体
検
査

※��

事
業
活
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
会

家
畜
衛
生
部
、
若
し
く
は
管
内
の
家

畜
保
健
衛
生
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

「
肉
用
牛
技
術
講
習
会
」開
催
！

肉
用
牛
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。
開
催
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

日
時
：��

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日

㈪
十
時
半
（
受
付
開
始
）
か
ら

十
五
時
ま
で

場
所
：��

厚
木
市
農
業
本
所　

3
階
大
会

議
室

講
演
内
容
：（
十
一
時
～
十
二
時
）

演
題
：��「
飲
食
店
を
活
用
し
た
販
路
拡

大
の
可
能
性
」
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原
発
損
害
賠
償
請
求
の

状
況
報
告

二
十
七
年
二
月
九
日
、
弁
護
士
事
務

所
に
依
頼
し
て
い
た
「
本
県
産
牛
肉
価

格
下
落
の
A
D
R
申
し
立
て
弁
護
と

賠
償
可
能
性
有
無
」
に
つ
い
て
、
検
討

状
況
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

現
在
、
弁
護
士
事
務
所
に
対
し
て
、

本
県
産
牛
肉
価
格
下
落
を
示
す
資
料
を

数
回
に
わ
た
り
提
出
し
、
十
二
月
に
は

本
県
出
荷
規
模
や
枝
肉
価
格
と
近
似
値

を
示
し
て
い
る
広
島
市
場
と
の
比
較
も

行
い
、
価
格
下
落
と
放
射
性
に
よ
る
汚

染
リ
ス
ク
と
の
因
果
関
係
を
示
す
資
料

を
提
出
し
ま
し
た
。

弁
護
士
事
務
所
は
、「
神
奈
川
県
は

中
間
指
針
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
県
で

あ
る
た
め
、
価
格
下
落
と
放
射
性
物
質

と
の
因
果
関
係
を
明
確
に
デ
ー
タ
で
示

す
必
要
が
あ
り
、
特
に
、
二
十
三
年
七

月
以
降
に
価
格
下
落
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
資
料
を
見

る
限
り
、
す
べ
て
の
種
類
や
等
級
で
価

格
下
落
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
」と
、

A
D
R
が
因
果
関
係
を
認
め
て
も
、

限
定
的
な
賠
償
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
、新
た
に
弁
護
士
事
務
所
か
ら
、

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

～
乳
用
種
に
生
産
者
補
給
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
～

平
成
二
十
六
年
度
第
3
四
半
期

（
二
十
六
年
十
～
十
二
月
）
の
指
定
肉

用
子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買

価
格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種�

五
九
一
、三
〇
〇
円

交
雑
種�

三
四
六
、〇
〇
〇
円

乳
用
種�

一
五
九
、五
〇
〇
円

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
肉
用

�

子
牛
価
格
安
定
基
金
協
会
）

平
成
二
十
七
年
度
死
亡
牛
の
届

出
受
付
、
受
入
日
程
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
お
け
る
死
亡
牛
（
四
十
八
ヶ
月
齢

以
上
）
の
届
出
受
付
、
受
入
日
程
を
次

の
と
お
り（
別
表
：
死
亡
牛
届
出
受
付
、

受
入
日
程
）
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

寒
さ
に
耐
え
て
咲
く
梅
の
花
も
三
月

と
も
な
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
早
咲
き
の
桜

に
話
題
の
座
を
奪
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
花
も
人
の
心
も
移
ろ
い
行
く
の
は

世
の
習
い
で
し
ょ
う
が
、
世
の
中
に
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
も
多
々
あ
り
ま

し
ょ
う
。

三
、一
一
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
も

う
四
年
が
過
ぎ
ま
す
が
被
災
地
の
方
々

の
心
の
傷
や
未
だ
解
決
し
て
い
な
い
原

発
事
故
の
後
始
末
等
を
忘
れ
か
け
て
い

る
自
分
を
戒い
ま
しめ
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
に
よ
る
神
奈
川
県
の
農
産

物
、
畜
産
物
の
風
評
被
害
へ
の
補
償
は

も
う
う
や
む
や
に
掻
き
消
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
小
生
も
原
発

事
故
発
生
当
初
の
節
電
の
心
懸
け
を
忘

れ
て
し
ま
い
、
叩は
た

き
と
箒ほ
う
きを
い
つ
の
間

に
か
電
気
ク
リ
ー
ナ
ー
に
持
ち
替
え
て

い
ま
し
た
。

三
、一
一
の
前
日
＝
三
、一
〇
は
東
京

大
空
襲
の
日
で
す
。
丁
度
七
〇
年
前
の

こ
と
。
日
本
の
首
都
を
焼
き
尽
く
し

一
〇
万
人
近
い
命
が
奪
わ
れ
た
大
惨
事

を
原
子
爆
弾
投
下
の
八
、六
＝
広
島
、

八
、九
＝
長
崎
と
共
に
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
事
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
民

間
に
対
す
る
大
量
虐
殺
行
為
か
ら
丁
度

七
〇
年
の
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
過
去
の

悲
惨
さ
を
忘
れ
ず
、
平
和
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
争
と
は
国
と
国
と
が
互
い
の
利
害

を
優
位
に
す
る
た
め
に
人
と
人
と
が
殺

し
合
う
行
為
を
平
然
と
行
う
事
で
し
ょ

う
か
？
で
も
、
戦
う
兵
＝
個
人
の
心
の

葛
藤
は
？
無
事
帰
還
し
た
兵
が
心
の
内

を
語
ら
な
い
、
語
れ
な
い
、
ト
ラ
ウ
マ

に
悩
ま
さ
れ
て
一
生
を
過
ご
す
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
。
大
空
襲
で
辛

う
じ
て
生
き
残
り
、
あ
ま
り
に
も
多
く

の
焼
死
体
を
見
て
し
ま
っ
た
人
の
心
は

壊
れ
て
し
ま
い
、
半
世
紀
以
上
の
歳
月

が
流
れ
て
も
真
の
笑
顔
を
取
り
戻
せ
な

い
と
は
、
如
何
に
平
和
が
大
切
か
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。七

〇
年
も
前
で
は
な
く
一
ヶ
月
ほ
ど

前
の
事
、イ
ス
ラ
ム
国
の
テ
ロ
行
為
で
、

二
人
の
日
本
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
日
本
政
府
は
救
出
の
糸
口
を
つ

か
め
ぬ
ま
ゝ
時
間
が
経
過
し
、
首
相
の

「
テ
ロ
は
許
さ
な
い
」
の
強
弁
だ
け
を

残
し
て
二
人
の
命
が
果
て
ま
し
た
。
あ

ま
り
に
も
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
の
東
西
統
一
の
初
代
大
統
領

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ゼ
ッ
カ
ー

氏
の
「
過
去
に
目
を
つ
ぶ
る
者
は
現
在

に
も
盲
目
と
な
る
」
を
肝
に
銘
じ
、
寒

さ
に
耐
え
て
咲
い
た
梅
の
花
を
、
桜
の

頃
に
な
っ
て
も
忘
れ
ず
に
、
花
見
酒
を

酌
み
交
わ
し
た
い
。

�

（
忠
九
朗
）

忘
れ
ち
ゃ
だ
め
よ
過
去
の
事

被
害
補
償
は
ど
う
な
っ
た
？

新
む
ら
す
ず
め

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立っています。

27年3月30日（月）～4月  3日（金）
27年5月11日（月）～5月15日（金）

ナイター開催

日催開馬競崎川

引
き
続
き
、
死
亡
牛
B
S
E
検
査

の
円
滑
な
実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
よ

り
死
亡
牛
の
検
査
月
齢
が
四
十
八
ヶ
月

齢
以
上
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

（
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

＜死亡牛届出連絡先＞

※休日開庁日のみ、死亡牛の届出は携帯電話にお願いします。
　休日閉庁日の届出はFAXでお願いします。

連絡先（電話番号、FAX） 所管区域
県央家畜保健衛生所
電話：046-238-9111（代表）
携帯：080-3403-0157 ※
FAX：046-238-9124

横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、逗子市、
相模原市、三浦市、厚木市、大和市、海老
名市、座間市、綾瀬市、三浦郡、愛甲郡

湘南家畜保健衛生所
電話：0463-58-0152（代表）
携帯：080-3403-0156 ※
FAX：0463-58-5679

平塚市、小田原市、秦野市、伊勢原市、南
足柄市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、藤沢
市、茅ヶ崎市、高座郡は県央家保死亡牛保
管施設へ搬入

【27年2月の弁護士検討状況報告の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

＜賠償可能性の有無＞ 

 

23年7月以降、神奈川県

産牛肉価格が下落してい

ることは明確であるた

め、賠償可能性はあると

判断できる 

 

すべての種類・等級が

23年7月を契機に価格

下落しているとはいえ

ない

長野県の事例をみる限

り、対象期間が限定（23

年7～12月まで）され

る可能性がある

但し結果 

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

432154321

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

13039282726203928272

1321

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5 6 7 30

654321413121110198

15 16 17 18 19 20 21 7 8 9 10 11 12 13

22 23 24 25 26 27 28 14 15 16 17 18 19 20
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乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
に
よ
る

乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
評
価
に
つ
い
て

研究情報
1　

は
じ
め
に

　

家
畜
を
快
適
な
環
境
で
飼
う
こ
と
や

家
畜
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
安
全
・

安
心
な
畜
産
物
の
生
産
に
つ
な
が
り
、

家
畜
の
能
力
を
充
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
に
も
結
び
つ

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
乳
牛
の
飼
養
管

理
に
お
い
て
、
気
温
や
湿
度
な
ど
の
牛

舎
環
境
、
飼
料
や
水
の
品
質
と
量
、
牛

床
、
飼
槽
、
牛
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
の
牛

舎
施
設
、
人
や
他
の
乳
牛
と
の
関
わ
り

な
ど
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
乳
牛
の
生

産
性
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と
な
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
畜
産
技
術
セ

ン
タ
ー
で
は
乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
状
況
を

評
価
す
る
こ
と
で
よ
り
的
確
な
飼
養
管

理
を
目
指
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
血
中
コ

ル
チ
ゾ
ー
ル
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
る
ス
ト
レ
ス
の
指
標
で
あ
り
、
ス
ト

レ
ス
に
俊
敏
に
反
応
し
て
濃
度
を
増
減

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度

は
、
搾
乳
の
間
に
乳
房
内
で
蓄
積
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
値
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
採
血
に

比
べ
て
容
易
に
サ
ン
プ
ル
を
採
取
で
き

る
こ
と
も
乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
評
価
の
材

料
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
飼
養
管
理
や
環
境
の
影

響
に
対
し
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
の
乳
中
濃

度
が
乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
評
価
の
指
標
と

し
て
利
用
可
能
か
検
証
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

2　
�

分
娩
後
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
の

推
移

　

コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
の
推
移
を
確
認

す
る
た
め
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
飼

養
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌
牛
11
頭
を

用
い
て
分
娩
後
5
ヶ
月
間
の
血
中
と
乳

中
の
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
を
測
定
し
ま

し
た
。
飼
養
管
理
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
で
供
試
牛
以
外
も
含
め
た
群
飼
で

行
い
、
給
与
飼
料
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ

イ
レ
ー
ジ
主
体
の
T
M
R
を
1
日
3

回
給
与
し
、
搾
乳
は
朝
と
夕
方
の
1
日

2
回
、
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
で
実
施

し
ま
し
た
。
供
試
牛
の
産
歴
は
初
産
か

ら
4
産
で
、
2
頭
に
後
産
停
滞
が
見
ら

れ
た
ほ
か
に
は
疾
病
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
は
期
間
中

に
大
き
な
変
化
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
（
図
1
）、
乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃

度
は
、
夕
方
、
朝
と
も
に
分
娩
後
1
～

2
ヶ
月
で
高
い
値
を
示
し
、
分
娩
後
の

月
数
が
進
む
に
従
っ
て
低
下
す
る
傾
向

で
し
た
（
図
2
）。
分
娩
は
乳
牛
の
生

涯
の
中
で
も
極
め
て
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
乾
乳
期
か
ら
泌
乳
期
へ
の
代

謝
の
変
化
、
粗
飼
料
中
心
か
ら
濃
厚
飼

料
へ
の
飼
料
の
変
更
、
高
泌
乳
と
同
時

に
次
回
発
情
に
向
け
た
生
殖
器
の
回
復

な
ど
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

時
期
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、

分
娩
後
90
日
ま
で
の
乳
期
の
牛
に
お
い

て
、
そ
れ
以
降
の
乳
期
の
牛
に
比
べ
て

乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
が
有
意
に
高

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度

が
血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
よ
り
も
ス

ト
レ
ス
評
価
に
適
す
る
こ
と
、
乳
中
コ

ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
を
利
用
す
る
場
合
に

は
乳
期
（
分
娩
後
月
数
）
を
考
慮
し
た

評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
し
た
。

 

3　

�

飼
養
管
理
の
変
更
が
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
濃
度
に
及
ぼ
す
影
響

　

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
の
試

験
研
究
の
た
め
に
乳
牛
の
飼
養
管
理
の

変
更
が
頻
繁
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

飼
養
管
理
の
変
更
と
い
う
短
期
的
な
ス

ト
レ
ス
が
乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
に

及
ぼ
す
影
響
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
供

試
牛
（
3
頭
）
は
、
他
の
飼
養
試
験
の

た
め
に
同
一
牛
舎
内
の
単
独
牛
房
で
4

週
間
の
個
別
管
理
を
行
っ
た
後
に
、
通

常
の
飼
養
管
理
で
あ
る
群
管
理
に
飼
養

管
理
を
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
、
乳
中
コ
ル

チ
ゾ
ー
ル
濃
度
と
も
に
飼
養
管
理
を
変

更
し
た
日
の
夕
方
に
一
時
的
に
上
昇
し

ま
し
た
が
、
翌
朝
に
は
低
下
し
て
い
ま

し
た
（
図
3
）。
今
回
実
施
し
た
飼
養

管
理
の
変
更
は
同
一
牛
舎
内
で
の
個
別

管
理
か
ら
群
管
理
へ
の
移
行
で
あ
り
、

比
較
的
穏
や
か
な
ス
ト
レ
ス
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃

度
、
乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
と
も
に

変
化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
飼
養
管
理

の
変
更
に
よ
り
、
他
の
乳
牛
と
の
関
係

性
、
飼
槽
や
給
水
器
の
変
更
、
気
温
や

通
風
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
牛
舎
内
の
環

境
の
変
化
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

4　

�

暑
熱
対
策
が
乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

濃
度
に
及
ぼ
す
影
響

　

乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
と
い
え
ば
真
っ
先

に
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
思
い
浮
か
べ
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
で
は
麻
布
大
学
動
物
行
動
学
研
究

室
と
連
携
し
て
簡
単
な
暑
熱
対
策
が
乳

牛
の
ス
ト
レ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査

し
ま
し
た
。
所
内
で
飼
養
す
る
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
雌
牛
（
9
頭
）
に
対
し
て
、

暑
熱
期
（
平
成
24
年
8
月
か
ら
9
月
）

の
5
日
間
に
保
冷
剤
を
内
蔵
し
た
冷
却

バ
ン
ド
を
乳
牛
の
頚
部
に
午
後
0
時
か

ら
午
後
2
時
の
2
時
間
だ
け
装
着
す
る

暑
熱
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

冷
却
バ
ン
ド
装
着
牛
で
は
非
装
着
牛
に

比
べ
て
、
朝
、
夕
方
と
も
に
乳
中
コ
ル

チ
ゾ
ー
ル
濃
度
が
低
い
値
を
示
し
ま
し

た
（
図
4
）。
暑
熱
ス
ト
レ
ス
は
県
内

で
飼
養
さ
れ
る
乳
牛
が
毎
年
経
験
す
る

極
め
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
で
あ
り
、
牛

乳
生
産
や
繁
殖
性
を
阻
害
す
る
大
き
な

要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

測
定
結
果
か
ら
、
短
時
間
の
冷
却
バ
ン

ド
の
装
着
で
あ
っ
て
も
乳
中
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
濃
度
の
低
下
、
す
な
わ
ち
暑
熱

ス
ト
レ
ス
の
緩
和
に
対
し
て
効
果
の
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、

乳
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
の
測
定
に
よ

り
、
実
施
し
た
暑
熱
対
策
の
効
果
を
評

価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

 

5　

ま
と
め

　

今
回
、
日
常
の
飼
養
管
理

の
中
で
採
取
し
た
牛
乳
サ
ン

プ
ル
を
用
い
て
乳
中
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
濃
度
を
測
定
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
測
定
値
を
乳
牛

の
ス
ト
レ
ス
評
価
に
活
用
で

き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
場

段
階
に
お
け
る
乳
牛
の
ス
ト

レ
ス
と
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度

の
関
連
性
に
つ
い
て
更
に
検

証
す
る
と
と
も
に
、
乳
牛
の

健
康
増
進
や
酪
農
経
営
の
生

産
性
の
向
上
に
向
け
た
技
術

利
用
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
測
定
は
冷
凍
保

存
し
た
牛
乳
サ
ン
プ
ル
を
市
販
の
測
定

キ
ッ
ト
を
利
用
し
て
実
験
室
内
で
測
定

し
た
も
の
で
す
。
実
際
に
測
定
値
を
ス

ト
レ
ス
評
価
に
利
用
す
る
た
め
に
は
農

場
内
で
短
時
間
に
測
定
で
き
る
測
定
器

が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

微
量
成
分
を
迅
速
に
測
定
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
も
つ
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
家

畜
の
ス
ト
レ
ス
と
行
動
変
化
を
研
究
す

る
麻
布
大
学
動
物
行
動
学
研
究
室
と
の

共
同
研
究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
紹

介
し
ま
す
。

（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

大
家
畜
グ
ル
ー
プ　

秋
山
清
）

家
保
だ
よ
り

り
よ
た
山
野
大

　

総
合
的
防
疫
体
制　

ー
構
築
と
継
続
ー

　

全
国
的
に
猖し

ょ
う
け
つ獗

を
極
め
、
未
だ
止
む

こ
と
を
見
せ
な
い
P
E
D
（
平
成
二
十
五

年
十
月
～
平
成
二
十
七
年
二
月
八
日

現
在
：
三
十
九
都
道
県
、
九
百
三
十

件
、
百
三
十
五
万
二
千
百
四
十
頭
発
症
、

四
十
一
万
四
千
三
百
五
十
九
頭
死
亡
）。

　

そ
の
中
、
当
県
内
で
と
っ
て
き
た
一

連
の
対
策
は
、
P
E
D
の
病
性
・
発
生

状
況
に
つ
い
て
、
県
・
家
畜
保
健
衛
生

所
か
ら
の
情
報
発
信
、
養
豚
経
営
に
直

接
携
わ
る
方
々
を
は
じ
め
、
飼
養
衛
生

管
理
基
準
の
徹
底
を
基
と
し
た
、
市
町

村
、
関
係
団
体
、
獣
医
師
、
畜
産
関
係

業
者
の
方
々
一
人
ひ
と
り
の
、
か
つ
一
丸

と
な
っ
た
豚
飼
養
農
場
へ
の
侵
入
阻
止
、

県
外
か
ら
の
出
荷
豚
の
多
い
県
内
二
ヶ

所
の
と
畜
場
に
お
け
る
消
毒
等
強
化
に

よ
る
家
畜
運
搬
車
両
等
を
介
し
た
交
差

汚
染
防
止
、
早
期
通
報
に
加
え
、
発
生

農
場
・
地
域
で
の
自
衛
防
疫
強
化
に
よ

る
組
織
的
・
効
率
的
な
ま
ん
延
防
止
で

あ
り
、
畜
産
関
係
者
全
員
で
創
っ
て
き

た
総
合
的
防
疫
体
制
の
構
築
と
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
平
成
十
三
年
九

月
六
日
、
我
が
国
で
九
十
二
年
ぶ
り
と

な
る
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
翌
年
、
ま
た
、

我
が
国
初
と
な
る
B
S
E
の
発
生
が
確

認
さ
れ
る
数
日
前
と
い
う
そ
の
日
、
国

が
、
農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理
国
務
大

臣
名
で
、「
家
畜
防
疫
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
指
針
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

家
畜
を
取
り
巻
く
畜
産
関
係
者
そ
れ
ぞ

れ
が
、
よ
り
密
接
な
連
携
の
下
、
総
合

的
に
家
畜
防
疫
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
表
し
た
も
の
で
し
た
。

　

以
降
、
全
国
で
、
B
S
E
の
続
発
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
波
状

的
な
発
生
、
口
蹄
疫
の
爆
発
的
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、

全
国
的
規
模
で
こ
の
総
合
的
な
家
畜
防

疫
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

家
畜
の
伝
染
性
疾
病
は
、
私
た
ち
ひ

と
に
対
し
て
は
畜
産
経
営
・
地
域
経
済

に
対
す
る
損
失
を
、
家
畜
に
は
全
う
す

べ
き
い
の
ち
の
損
失
を
生
ぜ
し
め
る
も

の
で
、
こ
の
構
築
さ
れ
た
総
合
的
防
疫

体
制
は
崩
す
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
き

た
い
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所　

篠
崎
）

　

春
が
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
き
ま
し
た

ね
。
も
う
少
し
で
す
。
牧
場
で
は
ま
だ

牧
草
の
動
き
は
活
発
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
枯
れ
草
の
下
を
よ
～
く
見
て
み
る

と
す
で
に
緑
色
し
た
若
い
小
さ
な
牧
草
が
、

早
く
暖
か
く
な
ら
な
い
か
と
心
待
ち
し

て
い
る
よ
う
に
準
備
が
で
き
て
い
る
の
が

伺
え
ま
す
。
今
は
各
放
牧
地
の
有
刺
鉄

線
の
柵
の
点
検
・
補
修
を
行
い
万
全
の

環
境
で
放
牧
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
四
月
に
皆
様
か
ら
お
預

か
り
し
た
か
わ
い
い
子
牛
た
ち
も
、
順

調
に
発
育
し
お
母
さ
ん
牛
と
見
違
え
る

ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
直

腸
検
査
を
す
る
時
に
、
台
に
乗
ら
な
い

と
手
が
入
ら
な
い
ほ
ど
体
高
の
伸
び
た

牛
も
お
り
ま
す
。
二
月
時
点
で
の
成
績

で
す
が
、
平
均
一
日
増
体
重
が
七
八
九
グ

ラ
ム
（
目
標
が
六
八
〇
グ
ラ
ム
）、
妊
娠

が
確
実
な
牛
は
四
十
七
頭
中
三
十
二
頭

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
早
く
受
胎
し
た

牛
は　

今
月
三
月
末
に
は
も
う
下
牧
が

始
ま
り
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

　

牧
場
で
は
、
畜
産
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
畜
産
交
流
教
室
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
度
受
講
し
た
小
学
三
年

生
の
先
生
か
ら
お
礼
の
手
紙
と
生
徒
達

の
感
想
な
ど
を
模
造
紙
に
書
い
た
も
の

を
わ
ざ
わ
ざ
頂
き
ま
し
た
。
我
々
牛
を

育
て
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
子

供
達
の
情
操
教
育
に
も
お
役
に
立
て
た

こ
と
を
実
感
し
喜
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

ま
き
ば
館
に
そ
の
感
想
文
が
張
り
だ
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄

り
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
又
地
元
の
中

学
生
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
職
場
体
験
学
習
の
一
職
場
と
し
て
受

け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
に

な
り
ま
す
が
当
牧
場
へ
来
た
三
人
か
ら

お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
か
ら
だ
で
体
験
し
た

こ
と
、
実
際
に
い
ろ
い
ろ
作
業
を
す
る

事
の
大
変
さ
や
充
実
感
等
が
語
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。
皆
様
の
農
場
で
も
夏
休

み
体
験
等
引
き
受
け
て
お
ら
れ
る
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
子
供
達

の
体
験
の
貴
さ
を
思
う
と
大
変
で
し
ょ

う
が
、
畜
産
の
理
解
醸
成
の
た
め
に
も

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場　

原
田
）

図 ５　冷却バンドを
　　　装着した乳牛
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図 1 分娩後の血中コルチゾール濃度の推移      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 分娩後の乳中コルチゾール濃度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 飼養管理変更によるコルチゾール濃度の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 暑熱対策が乳中コルチゾール濃度に及ぼす影響（pg/ml）  
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図 1　分娩後の血中コルチゾール濃度の推移

図 ２　分娩後の乳中コルチゾール濃度の推移

図 ３　飼養管理変更によるコルチゾール濃度の推移

図 ４　暑熱対策が乳中コルチゾール濃度に及ぼす影響（pg/ml）


